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　dブロードが開発した「新SDバス規格対応SD-SATAブリッジLSI」は、
コンピューターと記憶装置を接続する方式の一つで、実装面積の低減や高
速安定化の面でパソコン業界で高いシェアを占めるシリアルATA（SATA）
に超高速SDメモリーカードを接続できる。また、複数のハードディスクを
組み合わせることで、仮想的な1台のハードディスクとして運用させる技
術であるRAID（レイド）機能を付けた。チップの大きさは6ミリメートル四方で、厚さが1.15ミリメートル。
　小型の記憶装置であるUHS-I対応でホストプロセッサと接続するインターフェースにSATAを採用した点、
SD-SATAブリッジLSIで二つのSDホストを実装し、レイド機能を実現した点は、それぞれ業界初の取り組みで
他社との差別化を図った。映像・音声技術が進化すると、機器内で処理されるデータ量が大きくなる傾向がある
ため、記憶装置の容量も増加する。将来、UHS-Iの大容量化と低価格化が進むことで、さらなるアプリケーショ
ン展開が予想される。
　デジタルカメラやパソコン、カーナビ、スマートフォン（多機能携帯電話）など高速かつ大容量の記憶装置を
必要とする電子機器市場へ売り込みをかけており、すでに国内大手家電メーカーのデジタル一眼レフカメラ向け
に採用された。2011年7月の量産出荷開始以来、12年12月までに累計で約20万個出荷した。現在、同メーカー
から新機種・後継機種への採用が決まり、また、海外からタブレットPCや監視カメラ向けなど多くの引き合いが
来ている。今後2年間で60万個の販売を見込む
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　クリアテックは冷間鍛造でクラウン付のヘリカルギアを加工する技術を開発
した。加工時の弾性変形を計算して設計した特殊な金型を使用し、高品質なギ
アを低コストで生産できる。
　米国の変速機メーカーの自動変速機（AT）に採用され、現在は月間3万個を
生産している。需要拡大に対応して、2014年には生産量を同6万個に引き上げる予定だ。
　クラウン付のヘリカルギアは複雑な形状のため、通常は切削・研削加工した後に歯面を磨き上げる。一方、ク
リアテックの冷間鍛造は1回で加工できる。歯面を磨き上げる工程も不要で、焼き入れ後にそのまま変速機に組
みつけられる。
　冷間鍛造に使う金型の寿命は加工数で13万個以上。既存取引先である米国の変速機メーカーが輸送コストも含
めたトータルコストで、自社の切削による内製よりもクリアテックの冷間鍛造を選ぶほど価格競争力は高い。ク
リアテックは金型を内製しており、寿命を20万個まで延ばす研究を進めている。
　冷間鍛造は切り粉が出ず、切削より材料のムダを低減できる。また、切削では避けられない歯面の加工筋も冷
間鍛造では発生しないため、歯のかみ合わせが改善される。
　さらに冷間鍛造品は切削加工品よりも強度が高く、将来的には自動車の軽量化に貢献する歯車の薄肉化につな
がる可能性がある。実現には自動車メーカーと開発段階から連携する必要があり、同社は国内外のメーカーに共
同研究を提案する考えだ。
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